

































































































































川線の再生や地主義パJえの導入、 六十谷!駅周辺地区のパリアフリ ー化、 和歌1I1大年:il駅の波
情といった施策が個別に線開され、一定の成果をき挙げてきてはいる。しかし今後は、人口
泌総化への対応、や1:I:l;m . 育児支緩(少子化打破) 、 都市 |目!鋭争 、 余剰感の出てきた道路~ I百l








'l'ransport Plan : LTP)の事O"IJ~等を参考としながら 、 和歌山都市凶総合会・ i泊昔1・磁の理想像
を追求し 、交通まちづくり関連政策における理j{治的支柱を形成したい.
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